
１ 計画策定の趣旨

２ 計画の性格と期間

３ 計画の基本的な考え方

　男女共同参画社会とは

　本市では、平成１３年３月に期間を１０年間として「男女共同参画ふくしまプラン」を策定、平成１４年１２月に「福島市男女共同参画
推進条例」を制定、平成１５年７月に男女共同参画を進める拠点施設として「福島市男女共同参画センター」を設置、平成１８年３月に期
間を５年間とする「男女共同参画ふくしまプラン（改訂版）」を策定し、男女共同参画社会の実現に向けての取組みを進めてまいりまし
た。
　心豊かにいきいきと暮らせる社会を創るためには、男女共同参画社会の実現がますます重要となっています。
　この計画は、「男女共同参画ふくしまプラン（改訂版）」を策定後の社会情勢や市民の意識の変化等を把握するため平成２１年度に実施
した「男女共同参画に関する意識調査」をもとに男女共同参画に関する施策及び事業等の見直しを行うとともに福島市男女共同参画推進条
例に基づく基本計画として位置づけるものです。

　この計画は、「福島市男女共同参画推進条例」の基本理念に基づき、本市における男女共同参画社会形成のための基本計画として位置づ
けられるものです。
　また、福島市総合計画と整合性を図り策定したものです。
　この計画の期間は、平成２３年度から平成３２年度までの１０ヵ年とします。
　ただし、この間、国、県をはじめ社会情勢の変化等に適切に対応し、施策を効果的に進めるため、必要に応じて計画の見直しを行いま
す。

　男女が、社会の対等な構成員として、自
らの意思によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され、もっ
て男女が均等に、政治的、経済的、社会的
及び文化的利益を享受することができ、か
つ、共に責任を担うべき社会をいう。

　女性も男性もともに責任を分かち合い、心豊かな生きがいのある社会にするためには、男女がお互いに人権を尊重し、女性も男性も対等
なパートナーとして、自らの能力を発揮し活躍できる社会制度を構築する必要があります。
　本計画では３つの大きな基本目標を掲げ各分野にわたる施策を計画的に推進し、男女共同参画社会の形成を目指します。

ー 男女共同参画ふくしまプランの基本的な考え方 ー
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